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「人権のまちづ くり」 の 地域的形成

一 関西 と九 州の事例を通 して 一

川畑　和久 （大阪大学大学院）

1．問題設定

　本報告の 目的は 「人権 の まちづ くり＝社会的弱

者に優しい コ ミ ュ ニ テ ィづ くり」 につ い て、その

地域的な形成の 違い を描き出す こ とで ある。

　国立教育政策研究所 （2008）は、現在の 教育を

取 り巻く状況にっ い て 、「少子高齢化、核家族化、

都市化、情報化、国際化等 の 社会経済 の 変化とそ

れ らを背景と した人 間関係や 地域にお ける連帯意

識の希薄化は、家庭や地域 の 教育力 の 低下の 大き

な原因で ある と指摘され てい る。また学校教育に

おい て も、学力 の 向上は今 日的な最重要課題 で あ

り、い じめや不登校、暴力行為等など多くの 問題

を抱えて い る。
こ うした学校 ・家庭 ・

地域が抱え

る問題を解消するためには、 学校 ・家庭 ・地域社

会がそれぞれの教育力の 向上を図ると ともに、相

互 にネッ トワ
ー

クを結び、社会全体で 課題解決 に

当た る こ とが必 要で あ る」 と述べ て い る。

　
一
方で、政府は、人 口急減 ・超高齢化とい う我

が 国が 直面する大きな課題 に対し政府
一
体となっ

て取り組み、各地域が それぞれ の 特徴を活か した

自律的で 持続的な社会を創生で き る よ う、ま ち ・

ひ と・しごと創生 本部を設置 した （首相官邸2014）。

都会 へ の 人 ロ
ー

極集中化が問題となる中、地方で

社会的弱者に優しい コ ミュ ニ テ ィ がどの ようにつ

くられて い くの かも喫緊の 問題で ある。

　 こ の 2 点を鑑 み、本報告で は、関西 と九 州の そ

れ ぞ れ で 取 り組 ま れて い る 「人権の まちづ く り」

を事例として取り上げ る。関西で は部落解放運動

の発展 として、コ ミュ ニ テ ィ デザイ ン を周辺 地城

とともにすすめ る地域自治の 形を、九州で は学校

を 中心 と した 教育 コ ミュ ニ テ ィづ くりをめざ して

い る 。

2 ．調査対象と調査方法　および地域 の 概要

　本研究 の 調査対象 は、次の 通 りで あ る。

　関西地区は P 市の J地区とい う旧同和地区で あ

る。 中規模で近接する 大都市の ベ
ッ ドタ ウン で あ

る。筆者は J地区に は2015年4月から 「まちづ くり」

にっ い て の聴き取りや、コ ミュ ニ テ ィ カ フ ェ や隣

保館へ の フ ィ
ー

ル ドワ
ー

クを行っ て い る。

　九州地方は X 市の A 小 学校区で あ る。A 校区は

1小 1中の 校区で、農村部と旧炭坑住宅で ある団

地群 とがあり、子 どもの 生活は就学援助率が 35％

を超える、とい う実態で 経済的にきびしい 家庭も

多い。校区 に 6 地 区の 「日同和地 区を含む。筆者は

元小学校 の 教員で あっ たが
、
A 小学校は筆者の か

つ て の在職校である。今は主に 「校区 フ ェ ス テ ィ

バ ル 」 を中心に、2012年5月か ら現在まで、2ヶ 月

に 1度ほ どの 割合で 参与観察を して い る。また、筆

者自身の 教員時代の 口誌や学校で の 提案文書など

もデー
タとして使用 した。

3 ，分析の視点

　 こ こ で は Delanty の 著 書 「コ ミ ュ ニ テ ィ

（2003＝2006）」 に ま とめ られた 「コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン ・コ ミ ュ ニ テ ィ」 とい う概念に着目する。

こ の 著書の 中で アン ソ ニ
ー・コ

ー
エ ン （1985）は、

コ ミ ュ ニ テ ィ を社会的実践として で はなく、象徴

的な構造 と解釈すべ きだと述べ た。 これに よ り、

地域性 （ロ ーカ リテ ィ）に基づ く社会的相互 作用

の 形態と して の コ ミュ ニ テ ィ を強調 して きた従来

の 議論は、意味やア イデ ン テ ィテ ィの 関心 へ と、

焦点を移動させ る傾向をみせ るようになっ た。さ

らに、
「コ ミ ュ ニ テ ィ」とい う言葉は実際の とこ ろ、

コ ミ ュ ニ テ ィ に対する希求や、意味や連帯感 の 探

求 、集合的ア イデ ン テ ィ テ ィの表現など、帰属 （ビ

ロ ン ギン グ）に つ い て の 考え方と、特定の 社会現

象 の 両方を指 して い る こ とがわか る 。 （Delanty
2003 ＝2006pp5 −6）　 そん な中 「コ ミュ ニ ケ

ー
シ

ョ ン
・コ ミュ ニ ティ 」 とい う考え方は 、 近代社会

の 社会関係 が、権威、地位、儀式などそ の 他の 媒

介物に よ っ て で はなく、コ ミュ ニ ケ
ー

シ ョ ン をめ

ぐっ て組織 され る こ とを意味して い る。コ ミ ュ ニ

ケ
ー

シ ョ ン ・コ ミュ ニ テ ィ とい う発想を理論化す

るとすれば 、 複合的な帰属の世界に寄与する コ ミ

ュ ニ テ ィ で あり、ま た、その 中で の 統合が 既存の

道徳性や合意よ りもコ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン に よ っ て

達成 され る コ ミ ュ ニ テ ィ だ と言 うこ とで ある。

（Delanty　2003＝2CO6　p159，166）　現代の コ ミ ュ

ニ テ ィは、よりい っ そ う意図的に構築されるもの

で あ り、集団形成で ある。すなわち、それ は 「構

造」 とい うよ り 「実践」 の 産物 で ある。
コ ミュ ニ

テ ィ は再生産 され る もの とい うよ り、創造される

もの で ある 。　 （同書 pp179−180）。
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　 地域社会より個人が優先され、地域で の 人間関

係 が希薄になっ たと言われ る現代に おい て、コ ミ

ュ ニ テ ィ は地縁血縁で の 地域コ ミ ュ ニ テ ィ よ りも、

その 代用物 として ア イデ ン テ ィテ ィにとっ て代わ

られ、コ ミ ュ ニ ケー
シ ョ ン

・
コ ミ ュ ニ テ ィ と称さ

れ る 「コ ミ ュ ニ ケーシ ョ ン とい う実践を通 して創

造されるもの 」 になっ た。現在の 「人権 の まちづ

くり」に っ い て もこの よ うな視点か ら分析を行う。

4 ．考察

　 関西 で は、「まちづ く り1 の 戦略と して、部落解

放運動の 手法が 「周辺 地 域を巻き込ん だ 共同闘争」

とい うかたちで 開花 して い る。 J地区で は 「差別

する側 とされる側」 とい う二 項対立 か ら、周辺地

域と共 に まちづ くりの NPO を立ち上げ、「ともに

つ ながる こ とで何かを生み出す」 プ ロ ジェ ク トが

始め られた。そ こ では、コ ミュ ニ テ ィ カ フ ェ がつ

くられた り、地域通貨を導入 して隣接の シ ョ ッ ピ

ン グモ
ー

ル で も使えるよ うに した り、とい っ たユ

ニ
ー

ク な実践が見 られ る 。
「特別対策 へ の依存か ら

自立 へ 」 「孤立 か ら協働 へ
」 とい うダイナ ミッ クな

取 り組みが展開され て い る。

　九州 で は、A 小学校区で 「学校
・
家庭 ・地域の

協働 に よる教育の 総合化」 とい うス タ ン ス で コ ミ

ュ ニ テ ィ形成 が行われて い る。 そ こ で は 、 地域は

学校 を信頼 し、学校は 地域の持っ 農業へ の真摯さ

や地域愛 に対 して尊敬 の 念を持つ
。 そ うい っ た校

区の 子 どもを取り囲むおとな同士 の 双方向の 「尊

敬 の し合い 」が 生 まれて い る こ とにまず着目した 。

校区フ ェ ス タで は 「地域の 若い 保護者たちの 結集」

「ム ラ （＝同和地区）に伝わる盆 口説きや太鼓に

誇 りを持ち、継承 しようとする中学生」 「中学校に

太鼓同好会を立ち上げ、ム ラの 太鼓文化を通 して

子 どもを育て て い こ うとする地域の お とな」「フ ェ

ス タでの パ フ ォ
ー

マ ン ス にあこ がれる子どもたち

の バ ン ド活動や、そ れを支える教職員と親の姿」

……
こ の ようにさまざまな思惑が 「パ ッ チワ

ー
ク」

の よ うに して 校 区 フ ェ ス タ に集中す る。そ れ が

年 々 厚みを増 して い る。校 区フ ェ ス タは回数 を積

み重ねて い くうちに、「子 どもたちの 育ちを地域全

体 で 見守 る 」
一

大イベ ン トへ と目標が共有化され、
「地域住民で 創っ た公共腔」が 立ち上 が っ て きた。

こ の 根底 に は 「A の 住民 で あ る」 とい うアイ デン

テ ィ ティ がある。
こ の 「A の 住民で あるとい うア

イ デ ンテ ィ テ ィ」 は、志水 （1996）の言 う 「コ ス

モ ポ リタン な ロ
ー

カル 」 や 「ロ ー
カル なコ ス モ ポ

リタ ン 」 へ と子 どもたちを育て る と考える。

　関西の 事例 で の 「協働」 とは、ム ラ （；同和地

区）の人と人との 「近 さ」 とい う長所＝分厚い社
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会関係資本を生 か しなが ら、　 「ひ とを気に か ける

文化」 が立ち上がり、ム ラに住む人 たちの細か い

情報 が 交換され、それを基盤 と して 高齢者福祉や

　「しんどい 子 どもや家庭」 を支援する さまざまな

取 り組み を行 うこ とを言 う。それ に対 して 九 州の

事例で の 「協働」 と は、学校区内の さま ざまな地

域や組織の とりくみ が 「パ
ッ チ ワ

ー
ク」 として結

集し、総合的な教育活動 が行われてい るこ とを言

う。 そ こ で は、「校区ア イデ ン テ ィテ ィ の醸成」 と

い うゆるやか な、しか し強固な 目標 で っ なぎ合 わ

されたまちづ くり力垳 われて い る。

　 コ ミュ ニ ケ
ーシ ョ ン

・
コ ミュ ニ テ ィ とい う発想

で言 えば、関西で は 「部落差別 へ の 異議申 し立 て」

の 手法が、「劃 rlを排除する」 とい う発想か ら 「周

辺 地域ぐるみで 人権文化を立ち上げる」 発想へ と

シ フ トして きた もの と言える。 そ の ために さまざ

まな 「お もしろい こ と」 をコ ミュ ニ ケ
ー

トしなが

ら 「まちの くらしをつ くる」 コ ミ ュ ニ テ ィが創ら

れ て い る。九州で は 主に学校へ の 学力保障の 要求

か ら、
「校区の 中で 子 どもとおとなが出会い つ な

が る場や学び合い の場」 をつ くる とい う発想 へ と

展開 して い る。

　関西 ・九州 どち らに も言え る こ と は、　「差別解

消そ の もの をめざす」 とい う本質主義的なア プ ロ

ーチ か ら、　 「差別解消を起点と した 文化創造」 と

い っ た構築主義的なア プ ロ
ー

チ へ と取り組みがシ

フ トして きて い るこ とで ある。つ ま り 「まちづ く

り」 の 実践で は、部落差別 の 実態や地 域の 青年の

荒れ等に対する 「対症療法」的なと りくみだけで

はなく、地域ア イデ ン テ ィ テ ィ を形成す る ために、
コ ミ ュ ニ テ ィ 当事者の 現状認識力と、同志を求め、

自らの 現状を解放 しようとする 「社会的な運動力」

があっ て こそで きあが っ て い くもの で ある。また、

アイデン テ ィ テ ィ 形成は 、 多くは個人 の問題 ・個

別 の問題と して考えられる部分 が あるが、　 「人権

の まちづ くり」 の 問題 は、　 「差別解消 は 自己責任

の 問題 だけ で は な く、社会全体の 問題 で あ る。そ

の ために コ ミュ ニ テ ィ をデザイ ン して い く」 とい

っ た 、 集団的ア イデ ンテ ィテ ィ形成を基本に据え

たもの へ と敷衍され て い る。

　現在、都市へ の 人 口集中に よる地方の疲弊化が

問題視されて い る。そ の 中で 「学校統廃合 」 がす

すめられて い る現状がある 。 学校を核とした 「地

域ア イデン テ ィ テ ィ の 醸成による子 ども ・若者支

援 とまちづ くり」の 姿がA小学校の ように立ち上が

っ て い る事実か ら、こ の 現状を批判的に検討す る

必要がある。 なお、くわ しい 事例や分析 ・考察は

当日の 配付資料を参照されたい 。
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